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研究成果の概要（和文）： 
 視覚系神経回路は臨界期前に形成され、視覚入力による神経回路の調節は起こらないと考え

られている。本研究では、臨界期に神経回路形成の始まる P2X2型プリン受容体神経回路が、
視覚入力による可塑的調節を受けるかどうかを分子生物学的手法、免疫組織化学的手法、電気

生理学的手法を用いて検討した。その結果 P2X2型プリン受容体神経回路の形成は視覚入力に
よらない内因性のプログラムで形成されることが明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Circuit formation of visual system occurs before the critical period and did not show any 
plastic change to visual experience. Since circuit formation of P2X2-purinoceptor occurs in 
the critical period, we examined whether the circuit formation of P2X2-purinoceptor shows 
plastic change to visual experience in the mouse retina. We found that the circuit formation 
of P2X2-purinoceptors did not show any plastic change to visual experience, suggesting the 
presence of intrinsically programmed process. 
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１．研究開始当初の背景 
視覚系では神経回路の基本的枠組みは臨

界期前に形成されており、臨界期には視覚入

力に依存した可塑的調節によって神経回路
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の機能的成熟が起こるとされてきた。このた

め“臨界期には新たな神経回路の形成は起こ

らない”という概念が、網膜から大脳皮質視

覚野にいたる多くの視覚関連領域で広く受

け入れられている。申請者は網膜の P2X2型
プリン受容体が臨界期以降に発達し始める

可能性があることを見出した。これは従来の

定説に反する発見であった。 
 
２．研究の目的 

P2Ｘ2型プリン受容体の生後発達様式の検
討を通じて、“臨界期に形成される神経回路

にも、視覚入力に依存した可塑性が存在する

のかどうか”について検討し、網膜神経回路

の形成のメカニズムを明らかにする。 
 
３．研究の方法 

P2X2型プリン受容体神経回路の形成過程
を RＴ-PCR法、western blot 法、免疫組織
化学的手法・電気生理学的手法を用いて多角

的な観点から検討する。またマウスを生後八

週間２４時間暗所飼育、２４時間明所飼育し

たときに、P2X2型プリン受容体の発現パタ
ーンに変化が認められるかどうかについて

も検討を加える。同時に桿体、錐体、メラノ

プシン感受性網膜神経節細胞に発現する視

物質を欠損したノックアウトマウスで、

P2X2型プリン受容体の発現パターンに変化
が認められるかどうかについても検討を加

える。 
 

４．研究成果 

 マウス網膜のP2X2型プリン受容体は、RＴ
-PCR法、western blot 法、免疫組織化学的
手法・電気生理学的手法のいずれにおいても

生後１６日頃から出現することが明らかと

なった。また P2X2型プリン受容体の発現パ

ターンは、生後の飼育環境を変化させても影

響されなかった。さらに桿体、錐体、メラノ

プシン感受性網膜神経節細胞に発現する視

物質を欠損したノックアウトマウスにおい

ても、P2X2型プリン受容体の発現パターンに

変化は認められなかった。このことから、

P2X2型プリン受容体の発現パターンの形成

には視覚入力は関係なく、内因性のプログラ

ムで制御されていることが明らかとなった。 
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